
8. 引用文献は主要なものに限り30編以内とする。なお、総説の場合は制限なしとする。文献は本文の引用順に引
用番号を付し (半角片カッコ内に半角数字で記入する)、引用番号順に記載する。 
1）雑誌の場合は、全著者名、表題、雑誌名、巻数、頁－頁、年号の順に記す。

 
例 2．Takao M, Uchio Y, Kakimaru H, Kumahasi N, and Ochi M: Arthroscopic drilling with debridement   

of remaining cartilage for osteochondral lesions of the talar dome in unstable ankles. Am J Sports 
Med 32（2）: 332-336, 2004. 

2）単行本の場合は、全著者名、タイトル、編集社名、版数、発行所、発行地、引用頁、発行年の順に記載する。
例 1．高橋繁浩，鈴木大地：スイミングファステスト，第一版第一刷，株式会社ベースボールマガジン社，

東京，349-372，2005．
例 2．Maglischo EW: Swimming fastest, Barnard M, 1st ed, Human kinetics, Chamaign, IL, 349-372, 2003.  

9. 表やグラフはエクセルなどの表計算ソフトで作成し、投稿時には電子データも併せて提出する。また、図や写真
はTIFFあるいはJPEGで投稿する。PDFファイルの画像データをWordで作成の本文に貼り付けると、印刷
時に画像が不明瞭の際に印刷会社において画像調整ができないため不可とする。Powerpoint などの描画ソフト
を用いて作図したものは、投稿時に電子データを併せて提出する。

 （2025年 6 月 23 日）

例 1．安部茂、山口英世，真菌感染に対する生体防御能：日本医真菌学雑誌 41：77-81,2000.
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2. 本誌は、帝京大学医療技術学部スポーツ医療学科の紀要で、医療、体育、保健、スポーツ、健康等の学術領域に

関する「総説」、「原著論文」、「症例研究」、「研究資料」および「各種活動報告」等を掲載する。
3. 本誌への投稿において、筆頭著者はスポーツ医療学科専任教員、スポーツ医療学科兼担教員、非常勤講師に限

る。ただし、本学部生、院生、卒業生、本学附属施設教職員にあっては、本学科専任教員が責任著者である場合、
筆頭著者としての投稿を妨げない。

4. 疫学研究、臨床研究、動物等を対象とした実験的研究、アンケート調査においては、各研究を取り扱う帝京大学
の研究倫理委員会の承認を得、その旨を承認日、承認番号とともに本文に記載する。インフォームドコンセント
を得たものは本文にその旨を記載する。帝京大学に在籍以前に行った研究については、研究遂行時の所属機関の
研究倫理委員会において承認を得た旨を承認日、承認番号とともに本文に記載する。

5. 本誌に投稿する際は、下記の「執筆要綱」に従って作成する。
6. 投稿にあたっては他誌に未掲載のものに限る。学会でデータの一部を発表済の場合は、その旨（発表した学会等） 

を明記する。
7. 本誌に掲載された論文、抄録などの著作権は帝京大学に帰属する。
8. 原稿は原稿添付票と共に帝京大学医療技術学部スポーツ医療学科紀要員会あて電子メール送信とする。原稿確認

票は責任著者が自筆で署名し、紀要委員会に提出するものとする。責任著者はスポーツ医療学科専任教員、スポ
ーツ医療学科兼担教員、非常勤講師に限る。原稿確認票を基に、紀要委員会で原稿を確認し掲載の可否を決定す
る。

執筆要綱

1. 表紙に必要事項を記入し、さらに左上に「総説」、「原著論文」、「症例研究」、「研究資料」および「各種
活動報1. 告」等を明記する。

2. 原稿の本文はMicrosoft Office Wordで作成し、Wordファイルで投稿するものとする。外国語言語のフォント  
は半角を使用する。日本語化した語はカタカナ標記（全角）を使用してもよい。数字はアラビア数字、単位符号 
は原則としてCGS単位（国際単位系）を用い、mm、sec、cm、ml、μgなどとする。圧の単位はmmHgを用
いてもよい。アラビア数字、単位のフォントは半角英数字とする。

3. 和文原著論文の本文は、背景、目的、方法、結果、考察、結論、利益相反、謝辞、引用文献および図表の順とす
る。背景と目的は合わせて「背景・目的」としても良い。原著論文以外の原稿も原則として上記に従うが、大見
出しⅠ．Ⅱ．Ⅲ．・・・，中見出し1．2．3．・・・，小見出し1）2）3）・・・，などを用いて作成しても可と
すする。投稿原稿の内容について、当該論文の発表により特定の団体等が利益を受ける可能性のある場合は、そ
の団体との利益相反の有無に関する記述を明記する。利益相反に該当しない場合は、上記指定個所に「利益相反
自己申告：申告すべきものはなし」と記載するものとする。入力形式は、11ポイントとする。改行は冒頭1字を
下げる。図表の挿入位置は本文中に図表挿入希望位置を著者が赤字で指示をする。

4. 全ての和文原稿には英文タイトル、著者名、所属名、連絡先、キーワード （5つ以内）を必ずつける。また、英 
文抄録（400語以内）をつける。 

5. キーワードは、日本語と英語の両方を付ける。
6. 英文論文には上記に準じ、和文抄録をつける。
7. 著者が複数の場合は、責任著者名の末にアスタリスク（*）を上付きで付し、タイトルページの所属の下に責任著者
　　名を明記する。
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